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市立小学校における個人情報が含まれたＵＳＢメモリーの紛失について 
 
 １月２６日（土）市立大口台小学校（神奈川区）の教諭が、平成１９年度担任の４学年

１クラス分、平成１８年度担任６学年１クラス分及び１７年度担任６学年１クラス分の「学

級名簿」（合計１０１名分）のデータが入ったＵＳＢメモリーを紛失しました。 
１月２９日（火）16:00 現在発見されていません。 

 
１ 紛失したＵＳＢメモリーに含まれていた個人情報データ 
○ 学級名簿：平成１９年度第４学年１クラス分（３３名分） 
        平成１８年度第６学年１クラス分（３４人分） 
       平成１７年度第６学年１クラス分（３４人分） 
           ※ 合計１０１名、全て大口台小学校 

・ 記載の内容【児童名、保護者名、在籍兄弟姉妹名、住所、電話番号、性別、児童

の帰宅地区班名、緊急連絡先の電話番号】 
 
２ 関係校及び当該教諭 
 横浜市立大口台小学校 校長 吉原 健司（児童数：３５３名、教職員数：２２名） 

  住  所  横浜市神奈川区大口仲町４６０ 
当該教諭  ４年担任 ４０歳代男性 

 
３ 経過 
  １月２６日（土）11:30 頃 教育委員会のイベントで教育文化センター（関内）に来て

おり、筆箱に入れていたＵＳＢメモリーを確認している。 

20:00 頃 帰宅後、ＵＳＢメモリーの入った筆箱の紛失に気が付い

た。その後、翌日にかけて移動した場所を探したが、発見されなか

った。 

  １月２８日（月）午前中 関係者等に問い合わせたが、拾得情報は得られなかった。 

１月２９日（火）8:30 校長は、当該教諭からＵＳＢメモリーの紛失の報告を受け、

教育委員会事務局小中学校教育課へ報告した。 

        校長及び担任は、本日午後より、該当家庭を訪問し、謝罪を行う予

定。 
          学校は、警察に、遺失物届けを提出する予定。 
 
４ 原因 
 ○ 当該教諭の個人情報を取り扱う際の意識が甘く、管理が不十分であった。 
○ 「個人情報の取扱いに関するガイド」に基づいた扱いがされていなかった。 

 
５ 今後の対応 
  ○ 教職員の個人情報に対する意識を高め、情報管理の在り方を再確認するなど個人情

報の取扱の一層の徹底を図るために、継続的な研修を実施します。 
 ○ 今後、個人情報の入っているＵＳＢの持ち出しについては、「個人情報の取扱いに関

するガイド」に従い、管理職への申し出を徹底させます。 


